
やめ黒徳山ダ
徳山ダム建設中止を求める会通信
Nn A7 r'0∩ A 4 19

葺ヨ]努 』尋  TEL/FAX 0584‐ 78‐4119
大垣市田町 1-20-1  近藤方

行政訴訟 半」決言い渡し 7月 6日 (木)13i30～
住民訴訟 半」決言い渡し延期 (現時点で未定)
住民訴訟判決延期の理由は不明です.急に判決言い渡し期日が告知されるか t)しれません。

どちらも、判決内容によつては上告受理申立をします (こ の中立までは控訴審の委任状によ

って委任済みです]上告するとなれば、その旨お知らせし、「理由書」提出までに、正式の上

告の委任状を頂きます 。控訴人の方、よろしくお願いいたします.

まだまだやるぞ /

恒例 :徳山村キャンプ 8月 19日 (土)～ 20日 (日 )

水機構 。国交省は、解決すべき問題を何ら解決 しないまま、秋から湛水を強行 しよ

うとしています。 来年のキャンプは可能なのか ?
「最後」にしない運動を続けていきます。是非ご参加下さい。

19日 (Jl)13時 JR大 垣駅北口集合出発。 20日 (日 )の午後の早め帰着。

参加費 :3000円 ～ 3500円 程度 (子供は無料)。 食事・飲み物は準備します。
参加者各自が用意するもの :寝袋 or毛布。長袖シャツ。雨具など。

<できるだけ>my箸 、 myコ ツプ、my皿。 また、テント、シー トがあれば。
お申込み 。お問合せは、事務局・近藤ヘ

村瀬惣一さんを偲ぶ会 一 遺作バステル画展

～多<の方が故人の生き方に学び、想いを新たにしました～

《企画し、実行 して ドさった田中万寿さんから 》

3月 21日 の 「村瀬惣一さんを偲ぶ会―クレパス画遺作展」は無事終わりました.

村瀬 さ/レは,葬儀も知らせるなという遺志で去って逝かれ ました]今回の偲ぶ会は,「訴え

る会」ではないということで,報道関係にはこちらから積極的に知らせることはしませんで

した=村瀬 さんと縁のあった様々なグループの通信や HPでの紹介や, 1コ ミで広めていた
だきました.関わつていただいたみなさんに感謝いたします]あ りがとうございました.
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約 130ヽ 140名 ほどυ)方が絵を見てくださいました ]
惣―さん 1桧を描き |二行ったとなつか l´ そ う|■絵の前でたたずんでいたメ、 た |す ′)さ ん七
′|||」予尋常小学校でクラスは違ったけれ ど一緒だつたという男性  [二重や た阪から来て 下さっ

たという1.庄通青年部時代υ)仲間_Fi会党 時代の 」僚[親戚,近サ]「の人たた)長 良川や徳山υ)

伸間、同,よた t,]●Itt tD取本Zご |:li「十二なった とい う報道関係者など,多 1グt顔ぶオlで した [

3時からはじめた 「偲ぶ会Jは 30人 ほどが参
'」

日: 1時間程度の予定が 2時間に 1)及びま

した]参加者が本1,頼 さえ/を語ろ 言一
`争
が、 |1戦 前から今までの社会 と,そ こに生きたノ、7 1 ttL

跡を浮かび上からせ ました[参 り日者の皆様」りおか |'で ,あたたかい,派みび)あ る「偲ぶ会 J
になった r≧ 思います [

=家族
の ljに 、準備から後片付 :す まで本 :1に -11懸 命協力してや‐つていただいたこ 1■ ),

予想外 1/1う れ しい二とでした[家族の方も, 2, 3枚 を除いて,今 までこれらの絵を見たこ

とがなかったそ うです

展′丁ヽした絵it戦前の水彩画 (戦

時中,幼 い弟さ/tノ が同:親 と大ノt

車で連んだ [pし い)と ,60歳
をすぎ,社民連も辞ダ),1こ良川

事I可 堰裁判だけに門わっていた

頃 (新 ししヽ反対迎

"」

の始まる前 ,

在『冒き′tと すJ瀬 さんだけて :二そ

ほそ続けていた裁判の冬の時代)

|こ描かれたと思オつねろケレノヽス

ロiの 49メ |｀
~で
した= キ菫言志́太I場 べ

D

朝 ログラフなどJ)写真を元に描

かオ|′たバリの路1山裏や人々を描

いた絵は,色彩 も含め村瀬さん
の世界を感 11さ せる1)σ )で した.

一度 t,訪れたことのなし¬重オ1ンの地を,峙 rIを

1」えて旅をしておらオ1´たようです [

展示してル,つた絵は,希望者に|■ とんどもこ′

われていきました]

朝 日新聞

06_03 22
/ミ 自 コ 、ヽ、

11‖頁さんの占iこにあつた膨大な長良サ|"1∫ 口」医裁半|,

運動資料,政党関係σ)資 ||は 日本自然保1/:協会の「河

二:墓 10年を検こする」フロジiニ クト・アリ資料収集の ―

環に位置づ |ナ され, ロ ト整理中です 段ボール 200箱 以 卜の作業は半年以上かかりそ うで
す[ 曰録を作 り,重要なものli CD ttli誰 で 1)利 用でき,今後√)研究などに役 上ヽて /‐lよ う

にするとのこと:こ の作業のあと,必要と思われる 1)の |「に,岐阜大学σシ地域情報・Fi料セン
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か
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ヨ
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い
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。裁

判
で
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と
激
し
く
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争

し
た
村
瀬
さ
ん
を
知
る
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の

多
く
は
、
絵
の
腕
前
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驚
い

た
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だ
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共
に
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判
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闘
っ
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史
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（５５
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「こ
ん
な
に
絵
を
描

く
時
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ど
こ
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あ
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た
ん

だ
ろ
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か
。
絵
を
見
る
と
、

き
め
細
か
い
性
格
が
よ
く
出

一

て
い
る
」
と
い
う
。

会
場
に
は
、
徳
山
ダ
ム
建

設
反
対
運
動
や
岐
阜
市
椿
洞

の
産
廃
問
題
に
取
り
組
む
人

々
も
集
ま
り
、

「お
互
い
に

箱
で
２
０
０
個
以
上
残
さ

て
い
る
。
中
京
大
の
田
中

「岐
阜
の
社

の
貴
重
な
記
録
」
と

し
て
整
理
を
進
め
て
お
り
、

来
年
に
も

一
部
を
岐
阜
大
で

一公
開
す
る
と
い
う
。

し
て
運
動
を
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げ
よ
う

こ
い
う
村
瀬
さ
ん
の
導
き
で

は
な
い
か
」
と
い
う
声
が
あ

っ
た
。

ターに引き取られる予定です
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3/31 長良川河□1厘住民訴訟・三重 上告棄却
～ 30年間の長良川河口堰裁判が終わりました ～

調 胴 醒
|

暑
暴
建
設
費
差
し
止
め
棄
却

住
民
側
の
敗
訴
が
確
定

ら感詣すとおネLを 中しあげますコ

私にとってなによりも辛いのは、訴訟が敗訴になつたことよりも、訴訟が無 くなってしまっ

たことですここれで、長良川河口llaを見続け、出|い続ける窓が無くなってしまいましたこ河 |

堰問題が、社会の忘去「のうちに、行政の闇の中で片づけ l)れはしないかと危惧しています ]

《大森恵 さん (桑名市議)一 この訴訟の原告一か ら 》
在問さん、 30年の長きにわたって裁判の場で果敢に綿密に弁論を展開していただき有難
ラございました、裁判の継続の中で理論化され証明されたことが、反対運動の科学的主張に

大きな力をあたえてもらいました .

今もその科学的理論で、環境問題、利水問題を発言 し続けることが |‖来るのですら

昨年の桑名 市議会 9月 議会で、長島町の自民党支部長の堀議員が 「長良川が臭くて川の仕

事にならない,なんとかせ `kJと 一般質問を し́ていました]今年υ)3月 議会では同じ自民党
長島の清水議員が 「 |万山が消滅 している とめる手立てを講ぜよ」と一般質問していまし
た ゲー ト締め切 り後 11年たって、推進派だつた人々の危機感が出始めました ]
これ らの問題も裁判でまた運動で提起してきたことばかりでした

=

今後は悪 fヒ してゆく長良川の現実に即 してご助言をいただきたいとお願いいたします。
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９
０
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。
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す
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違
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《近藤から 》
"た十きをつないで"の長い裁半」、お疲れ様でした=f虔 //″み召象の″い″ミ ′ワ/無政 を
変えた ノ と、一面だけ捉えてft真実ではないし、変化した河り|1行政 t)「政治の壁」で右往
左往しています:で も、長良川河 1土に裁半1は、河川行政の転換に確かな足跡を残しました□
「河国堰問題が、社会の忘却のうちに、行政の闇の中で片づけらねンはしない7:｀」という危

惧も理解できないでもありません_長 良川河口堰裁+1の 「中味の濃さ。重さ」は、もしかす

ると、河り官僚√〕みが知っているのにすぎないのか ?

しかし、 日本の河り1行政のあり方を真面目に辿る人な :♪、必ず長良川河口堰裁+1に行きあ
たります.これからの河り1行政は、社会的合意なしには進まない=今は1壬 しげな社会的合意
形成で誤魔化そうとしていますが、事実として頻発する災害で、インチキ「合意Jは破綻す

る。・・社会的 con■ ictにならぎるを得ない,そ のときこそこの裁判の足跡の「出番」です_
村瀬さんと在問さんの三ム、=l却―長良川河日堰裁判は、後世に残る大事業でした :

躍菱勤獲家を揖斐,ll=こ溶出させては多
'寸
な ι
'ノ

湛水開

者を強″夢るな ノ～問題は以前から指摘されていた～」
2月 23日 の「徳山ダム廃棄物対策検討委員会」σ)報道を受けて、声明を出しました

水機構、 J土交通省、環境省、1皮 阜県などに送付しました _

中日新聞 06.0225

徳
山
ダ
ム
の
廃
棄
物

完
全
撤
去
後
湛
水
を

市
民
団
体
が
声
明
文

揖
斐
川
胸
で
建
設
中
の
徳

山
ダ
ム
の
水
没
予
定
地
に

一

般
廃
棄
物
が
埋
め
立
て
ら
れ

て
い
る
問
題
で
、
土
壌
調
査

の
結
果
、
四
地
区
で
基
準
を

超
え
る
有
害
な
鉛
や
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
が
検
出
さ
れ
た
の

を
受
け
ヽ
市
民
団
体

「徳
山

ダ
ム
建
設
中
止
を
求
め
る

会
」

（事
務
局
大
垣
市
）
は

二
十
五
日
、
試
験
湛
（た
ん
）

水
開
始
を
強
行
し
な
い
よ
う

求
め
る
声
明
文
を
水
資
源
機

構
、
国
土
交
通
省
、
県
に
送

っ
た
。

一
般
廃
棄
物
の
埋
め
立
て

は
昨
年
に
な
っ
て
相
次
い
で

分
か
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
試

験
湛
水
は
今
年
秋
に
始
ま
る

予
定
で
、
声
明
文
は

「有
害

物
質
が
完
全
に
撤
去
さ
れ
る

ま
で
、
絶
対
に
開
始
し
て
は

な
ら
な
い
」
と
主
張
し
て
い

る
。
　

　

（小
中
　
寿
美
）

環境省に要望書を出します
β本iま √生物多″性条約」を批准 ι。

“

〃を瞑種α 影 を 国際的働 窃 し 召 lる。

湛水 alラ 自然ォ改変だあた グ、国として絶減危損種であるイヌワシ・ク7タカの″
慮を保全ナる施策″あるの″も

昨年 11月 21日 に国土交通省に申し入れたもの基礎に、「生態系保全に責任をもつ行
政庁としての環境省]に、絶滅wo手を挟いて「見守るだけ」に終わらぬよう求めます。(連

休前の予定。日程が決まったら、メール等でお知らせします)

☆ すでに会費を納入して下さった方にも振込用紙を同封します。余裕のあるときに少
しでもカンパを頂けると幸いです。

「やめよ !徳山ダム」 徳山ダム建設中止を求める会 代表 :上田武夫
編集責任 :近藤ゆり子  事務局 〒503¨ 0875 大垣市田町1-20-1
TEL/TAD〔   0584-78-4可  1 9 Elnail i tokll),allla― dall■ c CSidC、 colll
URL:http:〃 10ku)‐ ama～dalll cside coll1/

郵便振替 :0080()-7…31632   年会費 2000円
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判
決
は
７
月
６
日

徳
山
ダ
ム
控
訴
審
が
結
審

水
資
源
機
構

（旧
水
資
源

開
発
公
団
）
が
岐
阜
県
揖
斐

川
町
に
建
設
し
て
い
る
国
内

最
大
級
の
徳
山
ダ
ム
事
業
を

め
ぐ
り
、
住
民
ら
七
十
四
人

が
国
土
交
通
相
に
事
業
認
定

の
取
り
消
し
を
求
め
た
行
政

訴
訟
の
控
訴
審
が
十
七
日
、

名
古
屋
高
裁
で
結
審
し
た
。

判
決
は
七
月
六
日
。

訴
訟
で
は
水
需
要
予
測
の

一妥

，当
性
が
最
大
の
争
点
と
な

っ
て
お
り
、
二
〇
〇
三
年
十

二
月
の

一
審
岐
阜
地
裁
判
決

は
、
国
側
の
予
測
を

「
不
合

理
な
も
の
と
は
断
定
で
き
な

い
」
と
判
断
。

「事
業
認
定

に
違
法
性
は
な
い
」
と
し
て

請
求
を
棄
却
し
た
。

原
告
側
は
控
訴
審
で
、
ダ

ム
の
計
画
を

「
長
期
的

・
先

行
的
観
点
に
立

っ
て
立
案
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
水

不
足
よ
り
も
余
剰
の
水
が
あ

る
事
態
の
ほ
う
が
政
策
と
し

て
安
全
か
つ
妥
当
」
と
し
て

国
側
の
水
需
要
予
測
を
容
認

し
た

一
審
判
決
を
批
判
。

一水
需
要
の
実
績
と
か
け
離

れ
た
予
測
を
し
て
お
り
、
必

要
な
検
討
が
さ
れ

て
い
な

い
」
と
主
張
し
て
き
た
。

岐
阜
県
知
事
に
建
設
費
用

の
差
し
止
め
な
ど
を
求
め

た
訴
訟
の
控
訴
審
は
〇

五

凄「
一月に結審してい一

揖
斐
川
町
で
建
設
申
の
徳

山
ダ
ム
の
水
没
予
定
地
に
埋

め
ら
れ
た

一
般
廃
棄
物
の
処

理
方
法
な
ど
を
審
議
す
る

「徳
山
ダ
ム
廃
棄
物
対
策
検

一討
委
員
△
ご

の
第
二
回
委
員

会
が
十
二
日
、
岐
阜
市
内
で

開
か
れ
、
新
た
に
二
地
区
で

土
壌
や
水
質
か
ら
有
害
物
質

が
検
出
さ
れ
た
ほ
か
、
鬼
生

谷
と
白
谷
下
流
の
二
つ
の
地

区
で
新
た
に
廃
棄
物
が
埋
ま

っ
て
い
る
可
能
性
が
浮
上
し

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

工
事
主
体
の
水
資
源
機
構

は
、
今
秋
予
定
の
試
験
湛
水

（た
ん
す
い
）
ま
で
に
水
没

地
の
廃
棄
物
処
理
を
す
べ
て

終
え
る
た
め
、
新
た
な
廃
棄

物
の
埋
め
立
て
情
報
を
さ
ら

に
旧
住
民
ら
か
ら
求
め
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
た
。

同
機
構
に
よ
る
と
、
廃
棄 万

ント
で
、
土
壌
を
含
ん
だ
埋

設
物
量
は
四
千
二
十
夕
と
推

定
。　
　
　
　
　
・
‐

土
壌
中
の
鉛
や
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
な
ど
の
有
害
物
質
の

分
析
調
査
は
上
開

田
、
戸

入
、

門

入
、
櫨

（は

ぜ
）

原
、
塚
の
五
地
区
で
終
了
。

こ
の
一つ
ち
上
開
田
地
区
で
鉛

が
土
壌
対
策
法
に
基
づ
く
基

準
値
を
上
回

っ
て
い
た
ほ

か
、
除
去
作
業
中
の
本
郷
地

区
と
戸
入
、
門
入
の
両
地
区

で
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
が
水
底

の
底
質
の
環
境
基
準
値
を
超

過
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し

た
。調

査
済
み
の
五
地
区
の
埋

設

物

は

掘

削

除

去

に

よ

り
取
り
除
く
ほ
か
い
調
査
中

の
大
谷
、
下
開
由

両
地
区

に

つ
い
て
は
、

四
月
に
予

隣
鰊
繹
嬰

検
討
す
る
こ
と
を
確
認
し

た
。

,徳山ダム廃棄物対策検討委
こ
の
日
の
審
議
で
工
事
主

体
の
水
資
源
機
構
は
、
二
〇

〇
五
年
六
月
か
ら
掘
削
除
去

土
壌
中
の
有
害
擁
質
調
査

揖
斐
川
町
で
建
設
中
の
な
」
ダ
ム
σ
水
没
予
定
地
に
埋
め
ら
れ
た

一

般
廃
棄
物
の
処
理
方
法
な
ど
を
審
議
す
る

「
徳
山
ダ
ム
廃
棄
物
対
策
検
討

委
員
会
」
の
第
二
回
委
員
会
が
二
十
二
日
、
岐
阜
市
内
で
あ
り
、
環
境
基

準
値
を
上
回
る
有
害
物
質
が
確
認
さ
れ
た
地
区
が
あ

っ
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。

（
石
川
　
徹
也
）時蝶薩」瞑い痛“酔蒙い一ゆ̈
］か舞錦腱珈社凛岬
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060317(タ

中日新聞 060413

一
九

四
七
年

ご
ろ
社
会
党
に

入
党
し
、
そ
の
後
に
移

っ
た
社

民
連

で
県
組
織
の
事
務
局
長
を

務
め
た
ほ
か
、
長
良
川
河

口
堰

（
ぜ
き
）
建
設
差
し
止
め
訴
訟

で
も
原
告
団
を
取
り
ま
と
め
る

事
務
局
長
を
務
め
た
。
時
間
を

惜
し
ん
で
市
民
運
動
に
か
か
わ

り
続
け
た
だ
け
に
、
参
加
者
の

多
く
は

「
い
つ
、
こ
ん
な
に
絵

を
描
い
て
い
た
の
だ
ろ
う

一
と

首
を
ひ
ね
り

つ
つ
、
村
瀬
さ
ん

を
懐
か
し
ん
だ
。

何
度
も
話
題
に
の
ぼ

っ
た
の

は
、
村
瀬
さ
ん
が
と
て
も
愛
妻

家
だ

っ
た
こ
と
。

今
回
は
展
示
し
な
か

っ
た

が
、
発
見
さ
れ
た
パ
ス
テ
ル

画
の
中
に
は
、
た
け

の
夫
人

公
こ
の
ヌ
ー
ド
も
あ

っ
た
と
い

う
。「

徳
山
ダ
ム
建
設
中
止
を
求

め
る
会
」
の
近
藤
ゆ
り
子
事
務

局
長
つ
し
は

「
村
瀬
さ
ん
は
、

常
々

『
お
れ
は
、
こ
れ

（
た
け

の
夫
人
）
が
お
ら
ん
と
い
け
ん

の
や
わ
』
と
話
し
て
い
た
」
と

思
い
出
を
語

っ
た
。

裁
判
所
な
ど
で
、
万
年
筆
で

と
る
素
早
い
メ
モ
は
語
り
草
に

な

っ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
支
え

た
の
も
た
け
の
さ
ん
。
河

口
堰

訴

訟

で

一
緒

に
活
動

し
た

田

中

豊

穂

中

京

大

教

授

貧
３
は

「
た
け
の
さ
ん
が
村
瀬
さ
ん
の

速
記
メ
モ
を
起
こ
し
て
い
た
。

い
つ
も
村
瀬
さ
ん
の
隣
に
た
け

の
さ
ん
が

い
た
」
と
振
り
返

っ

た
。茶

話
会
は

一
時
間
の
予
定
を

大
幅
に
越
え
て
約

二
時
間
に
及

ん
だ
。
茶
話
会
終
了
ま
で
に
展

覧
会
を
訪
れ
た
人
は
約
百
三
十

人
を
数
え
た
。

話
題
に
の
ぼ
る
た
び
に
、
た

け
の
さ
ん
は
恥
ず
か
し
そ
う
に

し
て
い
た
が
、

「
あ
ち
ら
の
方

か
ら
好
い
て
く
れ
て
、
私
は
幸

せ
だ

っ
た
。
こ
れ
だ
け
の
人
に

来
て
い
た
だ
い
て
、
感
謝
で
い

っ
ぱ
い
で
す
」
と
、
感
慨
深
そ

う
に
話
し
た
。

故
村
瀬
惣

一
さ
ん
の
残
し
た
絵
を
前
に
、
ギ
講

会
で
あ
い
さ
つ
す
る
村
瀬
た
け
の
さ
ん
「
Ｊ
Ｒ

岐
阜
駅
の
ハ
ー
ト
フ
ル
ス
ク
エ
ア
Ｉ
Ｇ
で

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

，有
害
物
質
新
た
に
２
地
区

獅
郵
転
廃
棄
物
埋
設
情
報
も

動の ほかにも"=

物
の
埋
設
が
確
認
さ
れ
た
八

地
区

（白
谷
地
区
を
除
く
）

の
土
壌
中
の
鉛
や
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
の
分
妊
調
査
を
進
め

た
結
果
、
新
た
に
櫨
（
は
ぜ
）

原
、
塚
両
地
区
で
鉛
が
土
壌

汚
染
対
策
法
に
基
づ
く
基
準

値
を
上
回

っ
て
い
た
ほ
か
、

櫨
原
地
区
で
は
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
が
水
底
の
底
質
の
環
境

基
準
値
を
上
回

っ
て
い
た
。

こ
れ
で
、
大
谷
、
下
開
田

両
地
区
を
除
く
六
地
区
で
有

害
物
質
が
確
認
さ
れ
た
こ
と

に
な
る
。

同
機
構
は
雪
解
け
を
待

っ

昨
年
二
月
十
五
日
に
八
十
三
歳
で
亡
く
な

っ
た
市
民
運
動
家
村
瀬
惣

一
さ
ん
が
残
し
た
水
髭
回
や
パ
ス
テ
ル
画
、
約
四
十
点
を
展
示
し
、
故

人
を
し
の
ぶ

「村
瀬
惣

一
さ
ん
を
偲
ぶ
会
―
遠
作
パ
ス
テ
ル
画
展
」
が

二
十

一
日
、
Ｊ
Ｒ
岐
阜
駅
の
ハ
ー
ト
フ
ル
ス
ク
エ
ア
Ｉ
Ｇ
で
開
か
れ

た
。
午
後
三
時
か
ら
開
か
れ
た
茶
話
会
で
は
、
村
瀬
さ
ん
の
友
人
ら
約

二
十
人
が
、
故
人
の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
た
。

（若
原
　
隆
宏
）

岐阜で村瀬さん遺作展

「徳
山
の
ば
あ
ち

ゃ
ん
」
。
　

転
補
償
問
題
な
ど
で
揺
れ
る
司

　

　

　

　

撮

っ
た
。
取
材
後
に
は
、
近
く
　
沈
む
村
の
生
活
や
自
然
を
カ
メ
　
構
え
た
際
に
は
本
殿
入
り
口
近

』
岸
睛
峠
置
熱
「
幸
わ
剛
¨
一

　
つ 村

い
』
権
」
劉
な

つ で
コ
動
に
通

日
品
田
　
わ
卒
馴
江
処
［
畑
的
な
『
動
¨
　
″
狂
畑
猜
¨
輸
却
¨
串
霧
峠
漱
　
ネ
江
¨
初
熱
』
に
い
い
布
〔
】

（２て時一裁̈̈
「け̈̈
裁̈
璃警讐「一一呻一れ一̈”一一̈　赫一中義い̈一”｝　　　　　　　　　　蜀一一一一̈　と「たの一一一̈̈
一̈̈一̈̈

割却融制ピ泌設確製″Ｍ眸
ばたっけ貯繰囃知は一俎帥「
一Ｗい　　　　　ヽ
，，　　　　　　　　　　　　　たり　　　　　たと問いた時は驚いた。

ダムに沈む旧Ｈ徳山村̈を写首本に―――――　　一ｈ刀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た帳巌笹峰・っ　村蒔嗜ゅ静策̈
動肇嘲鰍悧

月
。
旧
徳
山
村
　
覆
わ
れ
、
旧
村
中
心
部
の
山
す

に
室
町
時
代
か
　
そ
に
映
画

「
ふ
る
さ
と

」
の
記

ら
伝
わ
る
元
服
　
念
碑
と
旧
徳
山
小
学
技
の
自
い

式
が
、
旧
村
民
　
建
物
が
寂
し
く
た
た
ず
ん
で
い

割
¨
む
噺
暴
」
Ｍ
　
和
蝶
嗣
彰
感
』
は
雌
い
位
¨
碑
　
燎
牌
げ
（
¨
、
」
制
¨
［
獅
癖

大
き
な
笑

い
声
が
　
わ
れ
、
増
山
さ
ん
も
変
わ
ら
な
　
ど
が
水
没
す
る
。
だ
が
、
ふ
る

剛」』ないれな̈
「̈はに
一囃答　今“̈
征滅』」さんは家業
〔森罐崚蹴帥蒔一鋼［弱確　‐‐・‐さ裁崚中』＋「『蒙れ〔響

す
る
先
輩
の
脇
で
増

Ｌ
さ
ん
を

の
民
宿
経
営
の
傍
ら
、
ダ
ム
と
　
い
た
た
め
、
愛
用
の
カ
メ
ラ
を
　
に
生
き
続
け
る
ｃ
【
宮
田
正
和
】

中日新聞 060322毎日新聞 060401
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